
硯究ノート

身体をめぐる権力のジェンダー差

一幅島大学行政社会学部学生に帰するアンケート調査から一

高　橋 準

嘩　はじめに

　「意志が弱いな一と思うと講鋳に、こんな体なんてみためが変わんなきゃ、

いいやと。女ビやないっすね。」

　ある総裁の女性は、こんなふうに霞分の「ダイエット」失数についての心境

を藷ってくれたi。

　霧の鱒歳の女性は、「ダイエット」をしない自分についてこう違べている。

彩学生の今なら外見を気にしなくても蓼許される叢と愚っていますが、この先・

歓会に出てから女らしいことをしたくない自分が、否慈なく、変わらされるか

もしれないと思うと、とても恐ろしい。」2

　こうした若い女性たちの声を襲いていると、彼女たちの多くにとって・「女

であること」と「やせること」あるいは「やせようとすること」が分かちがた

く結びついていることがしばしば示される。それは社会からの要請であるとと

もに、主簿の麟に深く内嚢姥されているものでもある。もちろん、健康上の理

由で鯵重を減らす必要があったり、逆に増やす必要があったりする場合もある。

あるいは、「やせたいまと思っていてもゼしない葺できないヨ場合もあるだろうα

しかし、そういった懸人的事構の橿違を超えて、体重を気にすることは「女で

あること」の一要素であるという共通の蓬解が葎在するのではないだろうか。

　本稿では、ここ数隼にわたって大学の講義の中で実施している「ダイエット」

など自分の身体の改変に臆する調査結果をもとに、主に若い女性および男性が
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鴛致社会譲葉　第露巻　第2号

自分の身鉢に対してどのような感覚を持ち、どのような実践を行なって秘・るの

かということと、そのジェンダー差を明らかにすることを通して、理代藤本歓

会における，身体をめぐる権力の一縷彗懸を分耕する。

　もとになっている調査は、福島大学行政鮭会学部昼闇主コースの専門講義科

§醗代文姥謝の中で実施しているアンケートである3。このアンケートで

は、「ダイエット墜（アンケートおよび講義中では「痩身謡を意殊する一般的絹

法に基づいてこの語を弔いている）を中心とする欝己の身体の改変にかかわる

実践経験を潤うている。以下に内容を示す。

ダイエットやエステなどについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姓撰　　　　奪齢

Q嘩　（全餐にお誘きします）　あなたは今までに「ダイエット淫をしたことがあ静ますか。

　　当てはまる番号に○をつけてください。

　i　はい　　　　　　　　　　　　　2　いいえ

（上で縫3とお答えになった方は以峯のSQi～3にもご懇答ください。）

　SQ亙　どんな醗容のものですか。真鯵的にお書きください。

　S　Q2　その「ダイエット」についてみ惰轍ま主にどのよう1こ入手しましたか。iつだ

　　　け選んで○をつけてください。

　　i　雑誌・書籍から　　　　　　　　2　T　V・ラジ孟から
　　3　友人・懸人から　　　　　　　　纏　その弛　　（　　　　　　　　　　　　〉

　SQ3　　「ダイエット」の結果についてどのような気持ちになむましたか。

嬢2　（以下全員にお説きします〉　あなたの実像の身長とヂ渥態の鉢壷金を教えて下さい¢

　身長　　　　　　　樋　　　　　1　　　理想躰璽　　　　　　　㎏

な3　　「ダイエソト」以タ麺こ登分のからだに墨を毅えたことがあむますか。以下の中から

　　当てはまるものをいくつでも選んで数字に○をつけてください。

　　　（該当煮はSQにもご露吝ください。〉

　i　エステティック　　　SQ　翼緯的内容は？　（　　　　　　　　　　　　　〉
　2　美容整形　　　　　　S　Q　部｛譲ま？　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　3　筋力トレ一二・ング・潔ディビル

　　　　　　　　　　　　SQ　スぷ一ツトレ一二ングの一石としてですか？

　　　　　　　　　　　　　　　　i　はい　　　2　いいえ
　4　その縫　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

一総一



身簿をめぐる権力のジェンダー差（蕎橋準）

　この調査は醗究目的で行なっているものではなく、次の遷までに集計して講

義の中で議論の素耕として使うためのものなので、構成は見たとお鯵単続なも

のである4。

　この調査は2総奪年度から2§§3隼度にかけて「現代文建講」の講義中にその凝

の受講考を繋象にほぼ羅一の内容で実施している（講義中に質間紙を湿布し、

記入させて懇叡〉。この科§は学翻共通基礎科§の一つであ鞍、主に祷隼度生

が受講しているが、編入・学士入学者（3隼次生）も一部受講している。した

がって、懇答者の隼齢は総～2§歳が中心であるが、一認それを超える年齢の者

も含まれている。懇薮率はほぼi総パーセントであるが、ごくわずか登紙麟答

や一藻が異常魑になっているものなどもあ諺、それらは集計から蘇している。

なお、Q2だ1ナは騰雛奪度以降に新たに｛寸け超えた質幾である。

　今懇はQ　iおよびQ2のヂダイエット」にかかわる騒答に醸って考察の対象

としたい。

2　「ダイエット」する身体一きびしい女性の「体重規範」

　まずアンケートのQiから、どのぐらい学生たちが「ダイエット」を経験し

てきているのかと、その内容について、臨単に見ておこう。次に各隼度ごとに

「ダイエット」経験の有無および割合を性劉ごとに示す（表i）。表中の数鑓は

実数で、カッコ内は割合（百分率、小数点第2位で露捻五入）である。

　このように、奪護：ごとにばらつきが若干あるものの、女性の5割から6割、

男性の2割5分から3割、全体の3割から4割が大学入学時までに簿らかの

「ダイエット」を経験しているとも、うことになる（表i太字葉分）。おそらくこ

れから以降、2暮代の半ばにかけて、実行率はさらにあがっていくと患われる。

　では、彼女ら／彼らはどのような「ダイエット」を糧なっているのだろうか。

これについてはQ　iのS　Q　iで自由園答影式で答えてもらっているが、データ

を葉辞する鰹には、轡「食事綱鰻」（食事の量や懇数を減らす、懇食を抜く、

一8董一



行政縫会議集　第鰺遂　第2号

表潅　「ダイエッ雛経験め有無

5 女　　　姓　　　　　　男　　　姓　　　…　　全　　　棒

経験あ善 なし，誕瞬翻戚1訴懸耀なし 齢

盆§毒§

ｹ度

　　3§

i暮4、2）

　　33　　γ2　i逢，　鰍　　§41　53　73
i鰓脚§）、（翻㈱1（i酬（4隻潅〉1（5乳9〉

　　i2§

ii総．§）

2総圭

Z慶

　　2了

i翁．警）
轟幾縫劉⑱漏1闘魂（撚ll 　　欝i

i購．㊧

2§導2

ｨ度

　　蕊

i懸、3〉
総ll瞳額鵬細編1隔ll睡ll 　　i欝

ii総．§）

2騰3

D度

　　3マ

i麟．7〉
1儲劉懸絶劉鵬編L総編　ll 　　玉3尋

i欝．§）

通算
　欝き

i欝．重〉

1，垂31謝，i鑓1舗、2義訓、76覇（i総lll〈4♂鰍（萎謂 　　澄8
ii軽§．§）

など）、⑦「運動をする藩（運動一般および特殊な体操など）、纈「特定の食昆

や薬品を編も・る涯（ダイエット爾の食品やサプ琴メントなどを邸・る）、縁ゼそ

の勉涯の4つのカテゴ喜ターに分けて整理した。各奪度ごと・性甥ごとにまとめ

たものを表2に示す。なお、複数の手段を驚いているものもいるので、合計は

「ダイエット」を実行した人数と必ずしも一致しない。表中の数値は実数で、

カッコ内は「ダイエット藩実行老中に＆める割合（百分率、小数点第2敏で騒

捨五入）である。

　「食事麟蟹」と「運動3が男女ともに主要な手段になっても・ることがわかる。

この2っの手段は比較的各驚度とも安定して購いられているが、「ダイエット

食品等の使霧感は奪度ごとにかな鯵のばらつきがある。欝蟹年1に霧の講義

（ゼ社会論3）で講じアンケートを実施した擦にはあがっていた5スパイラルテー

プを捲に巻く」「食品霧ラップをふとももに巻く」などの「器具の活霜韮が近

隼ではほとんど見られないことも、喰鞠剛・瞳翻以外の手段1こは流行

廃馨があるらしいことを示しているようである。

　　「ダイエットゴに絶する構報を彼女ら／駿らはどういったところがら入手し
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　　　　　　　　身詰をめぐる権力のジェンダー差（轟矯準〉

表2　「ダイエット」の穂懸

女　　　　盤 男　　　　姓 全　　　　体

食事 運勢 食細越 鱒睡軽錨　縫 農事‘

ｮ喰畠縫
21懸

ﾘ箋

　　2了

i紛2〉

　　2塗

i5騰〉

　　麟　　3　　　‡（豊艶〉1（乳7）　　　… （蕎乳訓（縫31…，幾馨ll（笈ざ 　　3蓉

i総毒）

　　麟　　　5…　　§

w1㈱i鶴）
2鱒墨

ｹ慶

　　i7

i§3．§）

　　欝

o7醗）

　　エ1　　玉　　｛

i農？）1（鎗

　　3　41輯　嚢（醗細）1（鱗㈱）
　　2§

i紘5）

　　231　麟　i

i翻1㈱瞬
2雛｝2

ｹ慶

　　32

i了玉．i〉

　　2董

i麓？〉

　　麟　暮

i2麟（総
i3 PiS渉渉（§鐙（翻（醐（鋤

　　隠

i総2〉

　　3揖　玉31　騒

i灘…鰹〉1鱒
2懸3

ﾁ慶

　　25

i翫各）

　　2き

D§）

　　31　　§

i謡総
　　　　　　…
@　i巽　茎31　2・　2
i5鷺）綿織釧（驚s〉

　　誌

ﾙ、3）

　　認　　　5　　2

竃ﾉ隔
通算 　醗

i雛2）

　　懸

i誌茎）

　　221藁儀警〉降7） 　　3舞　4岩　2‘　5　　　1　　1（灘）1（叙2〉i（鼠3）（鼠2〉

　玉3馨

i総茎〉

　至27・　2垂　　§
i麟i御生3）

表3　紅ダイエット雄構報入手元

女　　　　性 男　　　　牲 全　　　　誌

雑誌 テレど 友人　　難
雑誌陪レビ友人　趣　　　　　　｝ 翻テ閥友人 縫

2鰯
N獲

　　2§

i繕、玉）

　　暑

i玉器〉

（、義411（乳71 麟2幽魂澱21 　　2？

i灘韓

　　磐　7（瓢辮（董鑓〉　　　…

　　ii

i2簸舞）

2鑓茎

ｹ護

　　22

i5鍛）

　　？

i露？〉

（豊我？ll（童生21　　　E 総論綱，驚，1 　　2尋

i薩4〉

　　　f
@　窪　　　§iiε滅購　　　i 　　i2

i簗2〉

2縫2

ｳ産

　　鰺

i韓警）

　　i2

i2乳3〉

　
　
5
1
　
9
　
　
　
｛
繊
、
麟
（
2
師
）
　
　
　
卜

　　3171餐§鰯緬4）μ魏豊2〉
　　2墨

p．3〉

　　躍　　　§　　　…

i2総i（雛〉

　　鱈

i2弱〉

2鑓3

ｨ度

　　i5

i4縣）

　　縫

i2豊7）

　　麟　　　2　　　1（2蚕3〉1（義5〉 　　21713i毒（至糊（羅“（麟瞬3）
　　茎7

i3鱒〉

　　　1@　鰺i　至2　　　｝（訟下取2i．8）

　　8
i鷲§）

通算
　　総

i鰺魂）

　　3暮

i2t§）一

　　271　2彗

高V〉瞬3）

　　　　　　　　　　｝
@　鋳　轡　鞭　鎗（麟隅蝋鶴i総3） 　　8§

i3総〉

　　麟　3？
i2鑛1総i）　　　…

　　馨

i2i．毒〉
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ているのかについては、Q　iのS　Q2で露答してもらっている。次に購むく各

年度・牲騒ごとにその繕答をまとめてみる。懇答なしは豫簸ている。（表3）

　近隼の繧鶴として、雑誌・書籍などの活字メディアからテレビ・ラジオ（お

そらくテレビが主と思われる）の歓送メディアヘとウェイトの移行が晃られる。

「その地」では、特記がない国警も多いが、男雛でr自分で考えた盛「常識的に

考えて」という繊答が騒立っ。

　ここまでをまとめると、男雛と比較して女雛はよむ多く紅ダイエット涯を実

践しているということがわかる。内容は「運動盛と「食事麟鰻ユが中心で、主

に雑誌やテレビなどのマス・メディアから情報を得ているということになる。

　雑誌、特に女性ファッシ葺ン誌には多くの「ダイエット雌椿報がある。鰺9§

奪の5月売鞍の雑誌（夏に山け薄着や水着を意識して、「ダイエット輩「エステ

ティック」関連の記事・広告が多くなる時難である〉でドダイエット雌総連の

広告をカウントしたところ、ゼV呈V雄謬貧＆y薩蓼JJ遜というようなブラン

ド系ファッシ葺ン誌で鎗ページ以上のページ数となっている。

　また、業鼻では「泣く子と置ガッテン選球あるある選には勝てぬ韮というよ

うな言葉もあるようである。翼HKの猛ためしてガッテン邊とフジテレビ系列

の置発掘iあるある大事典雲で、「ダイエット」を含め食品関連の特集番緯が

多く放送されているからである。これらの番緩で取鯵上げられた食贔が翌8スー

パーマーケットで売む窮れるということも多いと饑く。

　男1窪はテレビからの構報入手は次第に増撫してきているものの、雑誌から椿

報を得ている鶴は少ない。それと比較して「自分で考えた」というような藏答

が多く、またあま蓼知人・友人などからも構報を得ていないということは、ま

だまだ男性の灘でヂダイエット」が一般化しておらず、懸立した形で実践が行

なわれているということを意秣するのかも知れなも㌔

　ではこういつた「ダイエット」実践や外記精報は、どのような形で女性・男

性に内面化されているだろうか。

　臆蟹隼度よむ調査項目に入っているQ2の身長と蓬想体重のデータを覧てみ
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身韓をめぐる権力のジェンダー差（嘉橋準〉

表4　身長と理想体重の縮縫閣イ系

【2鰻隼畷 ζ2蹴奪測 ζ2総3隼灘

・女性 ・女性 ・女性

y＝§．55駕一4§、§ y鴇．56駕一磁．8 y竺§．56κ一43。遵

段竺豊6麗 費＝§．6i7 農竺§、聡§

・男性 ・男性 ・男性

y魂．磯κ一玉2．9 y讐§．78κ一？2．§ y魂．8§κ一8罎．3

良漏§．353 衰二台、54淫 艮礁§．5鱒

よう。遅懇体重を目的変数、身長を議購変数として、重罎帰分析を行なって一

次式で近給してみる。奪度ごと・牲雛ごとのその式と重櫓縄係数裂を次に示す。

　一見してわかるとおり、毎隼度女性の近似式はほとんど講じである。また璽

纏縫係数（つまりは説瞬率）もかなむ大きい。これからするに、女性には葬常

に厳i賂な「体重華鍵範葺が存在することがうかがわれる。なお羅懸』はできない

が、y窮片が年々下がってきていることは、よリス琴ムな身韓が理想とされる

ことが多くなっていると解報ずることができるかもしれない。飯に身長を蔦8

偬（2鯵3葎度女性サンプルの平均身長）とすると2§倉3隼度の理想棒重は蕊．敬客

となる。よく「適歪体重涯の算鐵方法として、r身長（縢）から欝5を引く」

（§3㎏）とか、r身長（c癖マイナス齢、かけ鵜．射（52．2㎏〉、r身長徳）

の二乗×22」（54．9癒g）5などというが、それよりもかなむ転籍数鰹である。

　これに帰して、近似式から得られる男性の選懇捧重縁、全てのサンプルが分

窃している身長の範醗内で女性を上簗る位置にある。男性の方が女性よりもよ

リゼ体重蔑範3はゆるやかで、しかもよむス写ムでないところに基準があると

番える。
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3　身体と権力

　本稿の欝的はここまでのデータを整鍵して示すことにあるが、補建として、

どのように理講的な盤置づけが馨能かにかかわるメモを付け簾えておくe

　人の行動は完全に蠧毒におこなえるものではなく、つねに／すでにさまざま

なカの関係の中にある。ミシェル・フーコーはこうした力の関係をヂ権力藤と

辱ぶ。

　「ダイエット」も決して懸人の自由な振る舞いではありえず、さまざまな権

力麗係の申で膏なわれるものであると蓄える。そこで想定される権力縫係とは、

たとえば、周雛の人間の振る舞いや、より擁象化された対象の行動と、当該懸

人の振る舞いとの間に働く力の騰係である6。男性よ鯵も女性の方がより「ダ

イエッ材を実践している割合が高いという事実は、女難の身体をめぐってあ

る特定の権力関係が男盛よりも強く饑いているということを意賺している。

　さてここで、権力そのものは猛に見えるものではない。なぜか？　先程述べ

たように、権力とは縫係である。関係慧馨に見えるものではないのだ。

　目に見えるようにするにはどうするか。まず一つ、権力が践員、この場合隷

特に女性の、身体や精神に残した毅跡を見るという手段がある。フーコーの署

う「§己との麗係」への着目である。浅野千葱は、置女はなぜやせようとする

のか一摂食購書とフェミニズムゴにおいて、男性であるなら一般1こ「社会

的威勢涯と見なされる有名大学への進学や一流企業・官公庁への就職などが女

性にとっては疑じような意蘇を持たず、むしろ「きれいになる」あるいは「き

れいにもなる」というかたちでしか彼女たちは「成功」を実感し得ない、その

プ灘セスでの一つの表現形態が女性にしばしば見られる「拒食蓬墜や「過食症」

などの摂食障害であると述べている。すなわち、摂食瞳害とは女性の身体に饑

く権力が、彼女の身体と績神の上に残していった裏跡であるということだ。ま

た本稿では、女雛と男雛の「体重綬範」を瞬らかにすることを通じて、現代羅
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身体をめぐる権力のジェンダー差（高橋準）

本における体重をめぐる臨己への醗濾3の性質を瞬らかにしてきた。

　もう一つは、権力が「知」の中にどのように堆積しても・るかを見ることであ

る。この場合の「難豊1こは二つの形態がある．一つは「ことば雌であむ、もう

一つはものの「かたち」である8。「ダイエット3（痩身）に麗する「難盛は、

まず、女性に講1ナられたさまざまな「書議涯、たとえば雑誌記事、テレビ番縄、

広告のコピーなどの形を取ってあらわれる。瑳代ではこれらの言説は、頻繁に

「遍代科学雲の体裁を取ってあらわれる。さらにはモデル、芸能人、　アニメー

シ華ンの登場人鞠などのシルエット、ファッシきンの形式（職のデザイン）な

どとして表翼されることもある（形象）9。本積で触れたのは、マス・メディ

アが合議を遜じてさまざまな知識を法達しているということであった。

　このよう甚こ、「権力3ヂ矢嚢雄「霞己との闘｛系涯という3っの項毒ま、権互に連1璽

しながら現代社会にお謬る支醗の形式を形成している。現代8本では、rやせ

てきれいになむなさいゴというメッセージが女雛に対して、言説と形象の二灘

面の「知3に支えられて題けられ、さまざまな実践を通じて彼女の内嚢を構賎

し、権力獲i｛系を強直なものとする。

　これらはすぐれて文化的な現象であるが、決して中立的なものではない。

rどっちでも好きな方をおとりなさい」というものではない。「こうせよ」とい

う強い要請になっている（力が饑いている〉という意味で、また「ダイエット」

に成功することで大きな報醗（心選的、歓会的）が得られるという意味で、ま

さに政治的な主題であると言えるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　駐韮

i　福島大学共通教書科目「社会講玉欝欝奪5月7韓実麹のアンケート§霞記遠

　よむ。アンケート海容は後に示す「現代文化論」で欝総奪慶に実施したものと

　疑一である。これについては、高橋、竃縫会論｝9讐講義ノート」、『行政鮭会誌

集邊欝老、欝97隼、で取鯵上げている0

2　「娃余論玉欝解隼δ月i妊葺の懇懇文よ鞍。

3　穰鶴大学行政社会学部には主に墨聡毒こ授業を行なう豊聞主コースと、主に夜
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闘1こ授業を夜鰻主コースがあり、夜霧主コースに1議会人学生が継徽所羅し

ている。夜駐コースでも醗代文イ繍聾轟葺iで開講されてお甑ここでと

　りあげるアンケートも実施しているが、受講者の奪齢にばらつきが大きいため、

本稿では比較的奪齢が近い学生が受講している郵駐コース生のデータのみを

参、熱、することにしたい。

4　講義にこうした素耕を耀いることの意義については、薦掲の、蕩橋、淳疑会

論ダ9確講義ノート」で触れている0

5　ちなみにこれは講本獲鯵会が採霧しているβM至紹磁y　M露s短6繊）による

　適建韓董である。露M至は「鉢重（嚢g〉÷身長（盤〉の二乗」で算鐵するが、BM｛が

　22であると疾病にかかりにくいことが統讃的に購らかになっているという。ち

　なみに、身長蔦8磯、鉢重落．融窪の2§総奪度女性サンプル平場では暮凝繋灘＆27

　になむ、完全にやせすぎ懲M｛鰺．§以下）の領壊に入る。醜t罫〆／ww脚灘¢＆o銑

　如〆を参照、。

6　フーコーの権力蓬譲については、轟橿準、「後難フーコーにおける権力と罫奮

　己との関係塵、『行政歓会論集丞、籔i、懲§§隼、を参黙。

7　浅野千悪、ゼ女はなぜやせようとするのかゑ蟻草書房、鯵舗隼。

8　ドゥルーズは、「言説」と「光」が、互いに還元不薄能な矯の二つの形式であ

　ると主張する。De豊麗驚，G．，∫偽欝麗麗，P蟹走s，M訟塵t，欝86，群58・宇野郵一

訳、rフーコづ、海鐵書麟羅、醗7年、8頭。

9香由喜纏は欝鱗柔、r＋嫡雛活躍して㌧吹アイドル歌手はみな・コ葺ンコ

　讐ンに太っているのに驚かされます。今欝のほとんどの高校生よ警スタイルが

　悪い。昔はそれを『カワイイ、ああなりたい壽と覆れて見ていたわけですから、

　標準的なボディ・イメージはこの十隼で大蟻に変わむ、ワンレベル、サイズが

　小さくなったようです。」と書いている。香由琴力、r諺力ちゃんコンプレック

　雇、ハヤカワ文塵、玉9蟹隼、尋5一蕪頁。
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